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Ⅰ.保険者努力重点支援プロジェクトの
実施について



１．実施目的

● 令和４年度都道府県単位保険料率については、最大と最小の支部間で1.49％ポイントの差が生じており、令和３年度（同

1.18％ポイント）と比較して差が拡大している状況。この点については、令和４年１月27日開催の第115回運営委員会にお

いて、複数の運営委員より差の拡大を懸念する趣旨の意見が出され、協会としても同様の問題認識を有している旨発言した

ところである。

● このため、都道府県単位保険料率が高い水準で推移している北海道、徳島、佐賀支部（以下「３支部」という。）を対象

に、３支部の保険料率上昇の抑制が期待できる事業の実施に向けて「保険者努力重点支援プロジェクト」を開始する。

２．検討・実施事項

● 保険料率上昇の抑制が期待できる事業の実施に向けたPDCAサイクル（「医療・健診等データを用いた医療費格差等の要

因分析（課題を抽出）」⇒「その結果を踏まえた効果的な事業企画及び事業実施」⇒「事業実施による効果測定」⇒「その

結果を踏まえた事業等の改善」）について、本部と３支部が連携し検討・実施する。

● なお、医療費格差等の要因分析やその結果を踏まえた事業企画等については、医療・公衆衛生・健康づくり等に精通され

た外部有識者（３支部の地域医療に精通された外部有識者を含む）の助言を得ながら実施するとともに、地方自治体や国保

連等との連携強化（地域の特性を踏まえた事業等を実施する）に向けた取組も実施していく。

３．検討・実施スケジュール

● 令和４年度下期に医療・健診等データを用いた医療費格差等の要因分析（課題の抽出）を開始し、令和５年度下期を目途

に当該要因分析結果を踏まえた効果的な事業企画、令和６年度中を目途に３支部の保険料率上昇の抑制が期待できる事業の

実施を予定。

４．参考

● 本部・支部の更なる連携強化を図るべく、令和４年度より全支部を対象として「本部・支部の連携強化の方策」（令和４

年３月24日開催第116回全国健康保険協会運営委員会資料3-1参照）を実施しているところであるが、本プロジェクトは連

携強化策の一環として、モデル事業の性格も有している（本プロジェクトを通じて蓄積したノウハウを全支部に横展開）。

保険者努力重点支援プロジェクトの実施について
（都道府県単位保険料率の差の縮小に向けた取組）
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保険者機能強化アクションプラン（第５期） において、「（３）組織・運営体制関係」の「④本部機能及び
本部支部間の連携の強化」に記載しているとおり、戦略的保険者機能の更なる強化を着実に実施していくた
めには、本部・支部間の更なる連携強化が重要となる。

このため、支部ごとの課題を本部・支部で明確に共有し、課題の解決を図るため、これまでの本部・支部間の
情報共有のあり方や予算体系等を整理し、令和４年度より本部・支部間の連携強化の方策を実施する。

概要

主な実施事項

戦略的保険者機能の充実・強化に向けた本部・支部の連携強化について

（１）医療費・健診情報等の分析に基づく支部ごとの課題の明確化

（２）本部・支部における支部ごとの課題認識の共有

（３）支部保険者機能強化予算、パイロット事業及び支部調査研究事業の

関係性の整理

（１）共同事業の概要・実施スキーム

（２）職員の調査分析能力の向上・取組成果の発信のための学会参加への支援

（１）保健事業に係る事務処理体制（事務分担等）の検証及び標準モデルの策定

（２）保健師の育成の充実【保健師キャリア育成課程】

（１）広報基本方針・広報計画の策定

（２）全支部共通の広報資材の作成（パンフレット・リーフレット・動画）

１．本部・支部における支部ごとの課題認識 ・・・
の共有に基づく支部事業の実施

２．自治体等との共同分析及びその分析 ・・・
結果を活用した事業化の推進等

3．保健事業推進に向けた保健師等の役割 ・・・

4．広報の強化 ・・・

令和4年3月24日開催
第116回運営委員会資料3-2 参 考
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Ⅱ.大阪支部の柔整療養費、歯科医療費の
給付状況について
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柔整療養費給付状況について

○ 令和2年度のコロナ禍による影響は、支給額ベースにおいて出ていないように見受けられるが、請求ベースにおいて、請求件数、金額
とも顕著な減少が見られる。

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

2,208,363 2,301,039 2,091,630 2,134,893 2,003,455

11,397 11,556 10,410 10,810 10,002

2,213,314 2,183,428 2,220,764 2,016,874 2,123,727

11,427 10,989 11,045 10,229 10,599

5,161 5,022 4,977 5,064 4,993

3,411 3,374 2,972 3,092 2,854

4,369 4,332 4,294 4,413 4,318

1,725 1,682 1,618 1,551 1,581

［請求ベース］請求額【百万円】

1件当たりの支給額【円】

加入者1人当たり支給額【円】

1件当たりの支給額（全国）【円】

加入者1人当たり支給額（全国）【円】

【27 大阪支部】 柔整療養費給付状況の推移について【H29年度～R3年度】

［支給ベース］支給件数【件】

［支給ベース］支給額【百万円】

［請求ベース］請求件数【件】

1,000

2,000

3,000

4,000
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H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

［支給ベース］1人当たり支給額の推移

全国平均 大阪支部
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歯科医療費給付状況について

○ コロナ禍の影響により、診療費全体に係る1人当たり給付額は、令和2年度は減少しているが、歯科医療費については減少は見られない。

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

346,085,880 355,458,446 374,303,292 389,811,499 409,989,018 394,913,498 432,722,546

24,596,623 25,248,786 26,425,788 27,365,425 28,215,710 25,429,141 27,672,335

47,688,860 49,783,752 52,452,678 54,523,578 57,428,852 57,888,683 61,048,109

5,153,226 5,357,186 5,660,249 5,904,644 6,252,637 5,898,461 6,353,498

108,421 108,730 110,967 113,343 116,659 112,963 123,463

14,940 15,228 15,550 15,854 16,341 16,559 17,418

105,066 105,987 108,652 111,524 114,267 111,334 121,016

13,053 13,285 13,559 13,913 14,275 14,631 15,337

【27 大阪支部】 歯科医療費給付状況についての推移について（H27年度～R3年度）

全体　1人当たり給付費（全国）【円】

歯科　１人当たり給付費（全国）【円】

歯科件数【件】

1人当たり給付費（全体）【円】

１人当たり給付費（歯科）【円】

歯科給付費【千円】

診療給付費（全体）【千円】

診療件数（全体）【件】
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診療費（全体）に係る1人当たり給付費の推移

全国支部平均 大阪支部

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

歯科医療費に係る1人当たり給付費の推移

全国支部平均 大阪支部




